TD用語集改訂版

魔神の邪食

　魔族が人間の子供を攫い、食い殺すという現象。実際には食い殺すということはなく、より優秀な魔族を作り出すための儀式である。
　魔族皇帝が200年前の戦争で敗北した時に、人間界に残した「栄光への手段」の一つ。皇帝は敗北後魔界へ帰るときに、数百の魔族にいつか再び来る戦争のために軍力を増強せよ、との命を伝え、人間界に残した。そこから200年もの間、人間の子供を攫い続ける儀式が行われていたのである。人間の子供が魔族にさらわれ、そのまま帰ってこないこの現象をいつしか人間は「魔神の邪食」と呼ぶようになった。

　
実質上の魔神の邪食

　魔族が、優れた魔族を作り出すため、純真な人間の子供を攫い、魔力との共鳴を判別する儀式。
魔力との共鳴あり→魔界へ（非常に稀。ゆえに、魔族のエリートになりうる。）
　魔力との共鳴なし→呪いの刻印を押されて人間界へ捨てられる
1. 本当に食われることもある

2. たいていの子は捨てられた後、生き残れずに死亡する。

3. 生き残ったとしても、呪いにより、狂人となって、成人後に犯罪を犯して処刑されるか、早死にする。

※ウィンスが刻印の謎について知っていたのは、3のケースがあったため。

　何故主人公は呪いに負けなかったか？

　→潜在的魔力が強かったため

　何故主人公の魔力は魔族に共鳴しなかったか？

　→魔力の性質が異なっていたため

　何故性質が異なっていたか？

　→ユリナからの遺伝の方が強かったため

　何故兄は共鳴したのか？

　→ゾーディスの力を純粋に受け継いだため

伝承上の魔神の邪食

　上記のとおり、帰ってこない子供の方が多かったため、「魔族に食われてしまった」と思われ、魔神の邪食という伝承が生まれた。

魔法…精霊魔法、紋章魔法、人工魔法の三種類が存在する。

－精霊魔法

　一般に、精霊との契約により、精霊の力を借りて発動する魔法のことを言う。一般的に魔法というとこれを指すが、精霊との契約と言っても実際に行うことは不可能に近く、精霊魔法が使える者の殆どが何故か生まれつきで使える者ばかりである。こればかりは魔法研究の第一人者であるラディロスをもってしても解明されていない事実である。

－紋章魔法

　ラディロスやウィンスが使用する特殊な魔法。本に書いてある呪文を読むことによって発動する魔法のことである。精霊との契約をなしに使える魔法であるがゆえに、誰でも使えると勘違いしがちだがすぐに使えるものではなく、一ヶ月ばかりの修行の末、使うことができるようになる。だが、この魔法を使用するための本は一冊しか存在しないので、実際は誰でもが使えるようになるというのはなかなか難しい。精霊魔法と比べると威力は落ちるが、バリエーションは豊富。

―人工魔法

　ラディロスによって開発されている魔法。『誰にでも魔法が使えるようにならないものか』というラディロスの強い思いの末、開発が始まった。魔法をアイテムに凝縮し、それを使用することで誰にでも魔法が使えるようになるというもの。TD-0-時点でラディロスは一つの人工魔法を完成させたが、あまりにも強力すぎて凶悪な物が出来上がってしまったため、封印せざるを得なかった。その直後に戦争が始まり、戦争後、ラディロスはティラの万能薬の研究を引き継いだため、人工魔法の研究は凍結。結局、誰にでも使えるようにはならなかったのである。

天空城

　魔族皇帝が200年前の戦争の時に人間界に残した「栄光への手段」の一つ。人間界と魔界をつなぐ”ゲート”は200年前の戦争の時に人間界に建造された時計塔によって制御されているため、魔界側から簡単には開くことが出来なくなってしまった。それを唯一可能にしたのがこの天空城である。

　天空城地下にある魔法陣から天空城そのものを媒介とすることによって、時計塔の制御を凌ぐ魔力を発揮することができ、その結果ゲートを開くことができる。しかし、天空城の力を発揮させるには地上の遺跡を作動させ、リンクさせなければならない。

遺跡

　人間界に存在する謎の遺跡。これが作られたのは1000年前よりももっと前の超古代文明である。
時計塔

　200年前の戦争の時に、ゲートを制御するために作られたもの。発案者はラディロス。

超古代文明

　TD世界の歴史上、1000年前よりも遥か昔に存在した文明。今とは比べ物にならないくらい技術が発達していた。

魔界

　1000年前、とある魔族によって行われた人間大虐殺によって、それまで共存していた人間と魔族の関係が悪化。その結果、罪を犯した魔族が別世界に移り住むことになった。その時、魔族が別空間に作り出した世界が魔界である。

人間界

　人間の住む世界。魔族の住む魔界と区別してこう呼ばれる。

異世界

　第二次人魔大戦時、封印されていたゲートが完全に開いたとき、その衝撃で魔界がエネルギー化し、人間界と融合して出来た世界が異世界である。

人間と魔族

　超古代文明時、世界に存在していたのは人間だった。しかし、この人間はその性質上二種類に分けられていた。

　

　その二種類の人間がその性質上、お互いをいがみ合うようになり、大戦争が勃発。数十年にわたる戦争は世界を荒廃させるほどのものになってしまった。この結果生き残った側は荒廃した世界で生き残るため、自らに薬を投与する。これによって荒廃した環境にも適応して生きられるようになったが、副作用があまりにも強く、自らの姿を豹変させてしまった。これが、のちに魔族と呼ばれるもの達である。
　のちに人間と呼ばれる者、つまり戦争で敗北した者は殆どが死滅し、わずかに残った者だけが敵の手から逃れるために隠れて生活をしていた。

人魔大戦

　200年前に魔族皇帝が人間に仕掛けた戦争。戦争のきっかけとしては、皇帝が単に人間が気に入らないからである。1000年前に自らの体を滅ぼされた恨みを晴らすためでもある。

ゲートの封印

　
